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 2008 年 ５月 第 15 回日本義肢

装 具士協会学術大

会 (仙台) -他業種

から学ぶ適 合のあ

り方- 

筋電義手はモーターを駆動させることにより把 

持動作を行っている。よって、健常者や能動義 

手の使用者とは異なり体性感覚を用いていな 

い。体性感覚を用いてないことにより筋電義手の 

使用者は習熟に５～６年必要とされている。そこ 

で、我々は筋電義手に体性感覚の代わりとなる 

センサー(加圧導電性ゴム)を取り付け、刺激にお 

いては閾値などの問題の少ない光を用いた感覚 

のフィードバック装置を開発した。 また、その装

置を用いて感覚のある場合と無い 場合におけ

る、作業の習熟度を検証し、優位性 を検証し、

新たな動作の獲得における体性感覚 の必要性

を立証した研究を発表した。 

 

2 （ 報告・発表  ） 

モーションコントロールリミッタ

ーの製作と機能 

～Fabrication and Function of 

Motion Control Limiter～ 
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継手付プラスチック短下肢装具に組み込むこと

で、可動域調整機能を持たせることができるモー

ションコントロールリミッターについて、その特徴と

製作工程を述べた。 

（当該論文のページ数：４ 頁） 
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